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【大学間協定留学】 留学報告書 

記入日 2023 年 2 月 16 日 

明治大学の所属学部・研究科 国佐日本学部 国際日本学科      

留学（渡航）した時の学年 ４年生 

帰国年月日 2023 年 2 月 15 日 

明治大学卒業予定年月 2023 年 3 月 

留学先大学について 

留学先国 イタリア      

留学先大学 
ベネチア大学（日本語名） 

 

Ca Foscari University of Venice（現地言語名） 

現地使用言語/ 授業使用言語 イタリア語、英語     /英語 

留学期間 ２０２２年９月～２０２３年２月 

留学先大学で在籍した学年 
４ 

年生 

留学先の所属学部等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：      

（現地言語での名称）：      

 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している 

その他：      

形態 国立 公立 私立 その他：      

学年暦 
記入例：1学期/4月上旬～7月下旬、        

2学期/9月中旬～2月上旬 

1学期：            2学期：      
 

3学期：            4学期：      

学生数       

創立年       
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留学費用 

留学費用項目 
現地通貨  

(     ) 
日本円 備考 

授業料            円       

宿舎費 360€ 約 5万     円       

食費 300€      円       

図書費            円       

学用品費            円       

携帯・インターネット費 10€      円       

現地交通費 25€      円      （ 大学まで徒歩・自転車） 

教養娯楽費 300€      円 月によって幅在り。 

被服費            円       

医療費            円       

保険費       10万円 形態：      

渡航旅費       17万円 片道の値段です 

ビザ申請費            円       

雑費            円       

その他            円       

その他            円       

合計       

1学期約１００～120

万 

円 

      

 

渡航関連 

渡航経路 

往路 出発地：成田空港 目的地：マルコポーロ空港 経由地：アブダビ、ローマ 
 

復路 出発地：マルコポーロ空港 目的地：成田空港 経由地：ドバイ 

渡航費用  

① 往復チケットを購入した場合 

航空会社：      

 

料金：      
 

② 片道ずつチケットを購入した場合 

往路 航空会社：エティハド航空   料金：17万円ほど 
 

復路 航空会社：エミレーツ航空   料金：17万円ほど         ∴合計：35万円ほど 

航空券購入方法 

旅行代理店（店名：     ）  

 

インターネット（サイト名：     ） 

 

その他（     ） 
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滞在形態関連 

1）種類（留学中の滞在先）（例：アパート、大学の宿舎など） 

学生寮（寮の名前：     ）     アパート    ホームステイ 

2）部屋の形態 

個室   相部屋（同居人数     ） 

3）共有部分 

バス  トイレ  キッチン（ 自炊可 自炊不可）  

4）住居を探した方法： 

Facebook で自力で探した。 

5）感想：（滞在先の感想とこれから留学する人のためのアドバイス） 

ベネチアは滞在先を探すのは非常に難しいです。学生寮は値段が高い上に返信も遅く、あまり魅力的ではありませんでした（私の

約 2.5倍ほどの家賃がかかっていた。） 

現地情報 

1)留学期間中、病気やケガをしましたか。した場合、どこで治療を受けましたか。（例：現地の病院、学内の診療所） 

なし 

あり （治療を受けた場所：     ） 

2）留学期間中、学内外で問題はありましたか。あった場合、誰に相談しましたか。 

（例：留学先大学の相談窓口、現地の友人等） 

なし 

あり （問題の内容や相談した人等：友人など） 

3）現地の危険地域情報をどのように収集し、どのような防犯対策をしましたか。また、実際に盗難等を含む犯罪に巻き込まれたこ

とはありますか？その際どのように対処しましたか？ 

帰国の 10 日前にパスポートの盗難にあった。慌てずに周囲の力も借りながら取るべき行動をとり、大使館の方の迅速な対応のお

かげもあり、2，3日後にはパスポートの再発行ができた。 

4）携帯電話や、インターネットについて、現地での利用・接続はいかがでしたか。 

（例：寮のインターネット接続が不安定で１週間に１度は全く繋がらない時がある。街にあるほとんどのカフェでは WIFI 接続が可能で

あったので、寮で使用できない時はカフェに行った。） 

低価格で大容量の通信が可能なため、逆に Wi-Fiが無い家やあっても接続が悪い場合などが多いように見受けられます。 

5）現地での資金調達はどのように行いましたか？（例：現地に銀行口座を開設して日本の親から送金してもらった。銀行口座は現

地で外国人登録をしないと開設できない。また、クレジットカードも併用していた。） 

自分の口座に日本の親から入金してもらい、基本的にカードを使用していた。      

6）現地では調達できない日本から持っていくべき物があれば教えて下さい。 

日本の調味料は持っていると重宝します。      

7）【授業料負担型の方】授業料の支払方法、支払時期等について教えてください。（例：渡航前に自分で指定したクレジットカード

で支払った、現地で開設した銀行のチェックで支払った。） 
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学習・研究活動についてのレポート（履修した科目ごとに記入） 

1)留学先で取得した単位数合計 
本学で認定された単位数合計 

※該当項目にチェックのうえ、記入して下さい。 

１８単位 

     単位 

単位認定の申請はしません(理由：単位を取り終わってから

留学にいったので。     ) 

2)履修登録の時期・方法及び履修制限  

  出発前  出発後 

  派遣先大学の事務室  オンライン  メール  その他（     ） 

  履修の制限があった：      

3)以下は留学先で履修した科目についてのレポートです。今後留学をする人たちへのアドバイスも含めてお書き下さい。記入スペ

ースが足りない場合は、A4用紙で別途作成し、添付してください。 

履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

introduction to the italian language イタリア語 

科目設置学部・研究科       

履修期間 2022年 10～12月 

単位数 ６ 

本学での単位認定状況      単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 講義形式（チュートリアル、講義形式等） 

授業時間数 １週間に１５０分が４回 

担当教授       

授業内容 
イタリア語の文法などを教えるインプット系の授業と、文化的な側面から理解する 2 つの授業が

週二回ずつあった。 

試験・課題など 期間中に 3回ほど小テストがあった。 

感想を自由記入 

そこまで難しくはなかった。また先生も優しく、いつでも相談に乗ってくれていた。また、課外授業

などもあり、フィールドワークなども行った。 
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履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

History of Venice ベネチアの歴史 

科目設置学部・研究科       

履修期間 2022年 10～12月 

単位数 ６ 

本学での単位認定状況      単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 講義形式（チュートリアル、講義形式等） 

授業時間数 １週間に９０分が２回 

担当教授       

授業内容 
その名の通りベネチアの歴史について勉強する。世界史の知識などもところどころ出てきており、

日本史選択だった私はかなりてこずった。 

試験・課題など 期末のレポートと、口頭試験 

感想を自由記入 

正直留学生からの評判はあまり高くなかった印象。先生の英語のイタリアなまりが強く、フォロー

がかなり大変だった。ただ、期末の口頭試験では、多少のおまけもしてくれたので、優しい一面も

ある先生だった。 

 

履修した授業科目名（留学先大学言語）： 履修した授業科目名（日本語）： 

International Politics 国際政治 

科目設置学部・研究科  

履修期間 2022年 9月～1月 

単位数 ６ 

本学での単位認定状況      単位認定（本学で認定された単位数を書いて下さい） 

授業形態 講義形式（チュートリアル、講義形式等） 

授業時間数 １週間に９０分が１回 

担当教授       

授業内容 

SDGｓと国際政治などの関連性などについて学習した。マスターの授業という事もあり、最初は

かなり難しく感じたが、先生が言っていたことは意外と当たり前というか単純であることもあり、慣

れればそこまで大変な授業ではなかった。 

試験・課題など 期末試験 

感想を自由記入 

期末試験は 2 時間半で 1000 語のエッセイを書くという少し重たい内容ではあったが、自分が

興味を持ったトピックを選択でき、採点も大目に見てくれる部分も多かった印象。 
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卒業後の進路について 

1) 進路 ※３年生以下の方は今後の予定を記載してください（下記 2以降は記入不要） 

就職   進学   未定   その他：      

2)進路決定の際に活用したウェブサイト、書籍、機関など 

      

3)就職を選択した方は、差し支えなければ内定先を教えて下さい。また、その企業を選んだ理由も教えて下さい。（内定を得た企

業すべての名前、あるいは入社すると決定した企業の名前のみでも構いません） 

※就職活動をこれから始める場合は、差し支えなければ現時点で希望する業界、職種等を教えて下さい。  

東京電力ホールディングス 

4)就職活動中・終了に関わらず、就職活動について感想・アドバイスをお願いします。 

（例：留学中の就職活動へ向けた準備、帰国後に就職活動を始めるにあたり注意すること等。就職活動を不安に思い、留学を断

念する方もいます。ご自身の経験を踏まえてアドバイスをお願いします。） 

※就職活動をこれから始める場合は、留学経験を通して就職活動に対する意識や希望する就職先の変化等を教えてください。 

就活をしながら留学準備も進めたので、他の学生と比較して多少準備に後れを取った。それでもきちんと準備すれば全く問題なか

った。2，3年生では現地で就職活動を行っている人も多くいたが個人的にはあまりお勧めはしない。時差を考慮して 3時や 4時に

起きていることもあるらしく、留学に集中はできないと思う。 

5)進学を選択した方は、差し支えなければ進学先を教えて下さい。 

      

6）進学を志す留学希望者に向けたアドバイス（準備、試験対策等）をお願いします。 

       

7) その他を選択した方は、その進路を選択した理由と、留学希望者に向けたアドバイスをお願いします。 

      

 

留学に関するタイムチャート 

留学するまでの準備、試験勉強、留学中、留学後、特に留学に関連して発生した事項を記入してください。 

（例：語学試験の勉強、選考、出願、ビザ申請・取得、航空券購入、予防接種、滞在先の確保、留学中の中間試験、 

期末試験、その他イベント等） 

 

留学開始年の前年 

1月 ～  3月       

4月 ～  7月       

8月 ～  9月 TOEFL受験 

10月 ～ 12月 出願 

留学開始年 

1月 ～  3月 派遣先決定      

4月 ～  7月 留学準備 

8月 ～  9月 渡航      

10月 ～ 12月       

留学/帰国年 

1月 ～  3月 帰国 

4月 ～  7月 卒業、就職 

8月 ～  9月       

10月 ～ 12月       
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留学体験記 
 
※ この留学先を選んだ理由、留学生活全般について、また、これから留学を志す後輩学生へのアドバイスなど、 

自由に記入してください。 
 

 

自分が大学一年生の時にベネチア大学から明治大学に留学できていた友人がおり、彼らに影響を受けた。ベネチア

大学には日本語を勉強している学生が多く在籍しており、彼らとの交流や自分がゼミで研究していた国際政治経済の

分野についての授業も取ることができるので、この大学を選択した。本来 2 年生の時に一年間留学する予定だったが

コロナでキャンセルされてしまっていた。その点学生生活の心残りでもあったので最後の半年間留学することができて

非常に良かった。 

留学してみてイタリアの良いところ悪いところはかなり鮮明になった（日本に関しても同様）。正直困難にぶつかることも

かなりあると思うが、あきらめないで向きあえばたいていのことはどうにかなるので頑張ってほしいです。 
 

 


